
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 ○ 本単元は，国語科学習指導要領の指導事項「A 話すこと・聞くこと」及び「C 読むこと」の 

 

 

 

 

 

 

 

  を受けて設定されたものである。 

   児童は第４学年までに，本や資料から引用したり要約したりしながら情報を集めたり，資料を使

って順序に気を付け，分かりやすく報告したり説明したりすることを学習している。しかし，目的

を意識して情報を集めたり，説明や資料の形式を工夫して発表したりする経験が少ない。 

そこで，本単元で，和の文化について説明する活動を通して，自分が選んだ和の文化について本

や資料を読んだり，伝えたい内容や目的に合わせて資料を活用して説明したりすることをねらいと

する。 

本教材は，和菓子を題材とした序論・本論・結論の構成が明確な文章である。そして，本論では

和菓子を３つの観点で説明している。観点①「歴史」では和菓子がどのように形成されたかを５つ

の時代順に示しており，順序に気をつけて説明することに気付かせる。観点②「ほかの文化との関

わり」では，他の文化とのつながりを示し，具体例を添え，説明していることに気付かせる。観点

③「文化を受け継いだり支えたりする人々」では和菓子を支える人々を示しながら説明しているこ

と，また，支える人々と具体例の順序や他の観点とのつながりに気をつけて説明することに気付か

せる。併せて，これら３つの観点の説明を分かりやすくする資料との関わりにも注目させ，本文の

学習を踏まえて，自分が選んだ和の文化について調べたり，伝えたい内容や目的に合わせて資料を

活用して説明したりすることを促す内容となっている。 

本単元で育成を目指す資質・能力に関しては，教材文から分かりやすく説明するための観点とそ

の観点を説明する文章の構成，資料の活用の工夫を学び，その学習を通して自分が調べる和の文化

のテーマに当てはまる観点をみつけることを「問い」として，課題発見解決力を養う。また，５年

生に「和の文化説明会」をするという活動を設定し，目的に沿って教材文や資料を読み，収集した

情報を編集，精査して自らの考えを「序論」「本論」「結論」の構成で明確にして説明をすることで，

思考力・判断力・表現力を身につけることができると考える。 

○ 本学級の児童は，国語科の学習が好きという肯定的な意見の児童が 86.7％で，自分の考えたこと

を話したり，書いたりすることに対して積極的に取り組む児童が多い。しかし，昨年度の標準学力

調査では，読む力が 69.4％で全国平均より低いという結果が出ていた。どの部分が筆者の考えの中

心かを文章構成と結び付けて考えることについては定着が不十分な児童が多い。特に，段落の要点

を見つけ，段落と段落の関係を読み解くこと，伝える目的や意図に沿って調べたり，資料を準備し

たり，自分の考えを整理し，接続語を用いながら，分かりやすく話したりすることに課題がある。 

 ○ 指導にあたっては，本単元では，接続語に注目させ，段落同士の関係をとらえ，筆者の伝えたい

ことを考えさせる。そして，論述ツールを活用して，考えを整理し，表現させていきたい。また，

本教材で取り上げられている３つの観点を中心に，筆者の述べ方について検討する活動を通して，

児童に「どんな観点で調べ，伝えるか」という視点を獲得させていきたい。 

第５学年 国語科学習指導案 

日 時  平成３０年１１月２１日（水） 第６校時 １４時００分～１４時４５分 

単元名  和の文化を受け継ぐ―和菓子をさぐる 

学習者  第５学年 １４名 

指導者  宮本 哲也  

育成を目指す資質・能力  

   【知識・技能】【課題発見解決力】【思考力・判断力・表現力】【協働的な態度評価力】  

A 話すこと・聞くこと 

（１） 話すこと・聞くことの能力を育てるため，次の事項について指導する。 

イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じた適切
な言葉遣いで話すこと。 

C 読むこと 

（１） 読むことの能力を育てるため，次の事項について指導する。 

カ 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで比べて読むこと。   



【課題の設定】では，単元の導入時にゴールである「和の文化説明会」を５年生に行うことを伝

える。そして，教材文が調べ学習のためのモデルであることを伝え，教材文への関心をもたせる。

教材文の学習を通して自分が調べる和の文化のテーマに当てはまる観点をみつけることを意識させ

た説明の構成，資料の活用の工夫という観点に気付かせ，次時以降の学習につなげていく。併せて，

和の文化にかかわる並行読書を始める。【情報の収集】【整理・分析】では，教材文が「序論」「本論」

「結論」で構成されていること，本論は「歴史」「他の文化との関わり」「文化を受け継いだり支え

たりする人々」の３つの観点でまとめられていること，目的に応じた資料が活用されていることを

整理する。そして，それを手がかりに，自分が選んだ和の文化について情報を収集し，自分たちの

説明に活用させたい。【まとめ・創造・表現】，【実行】では，分かりやすく説明するための構成の工

夫をさせ，目的に応じて情報を選択・編集し，活用し，説明させる。「和の文化説明会」を開き，学

習した観点，その観点を説明する構成，資料の活用の仕方を友達同士で評価し合う。【振り返り】で

は，伝えたい内容や目的に合わせて伝えたいことが分かるように構成に気を付け，資料を活用して

説明することができたかを振り返らせ，調べたことを説明する活動への興味や関心・意欲を高める。 

２ 単元の目標 

 ○ 和の文化について調べて説明するという目的を意識して進んで本や資料を読み，資料の提示の仕
方を工夫して説明することができる。                 （関心・意欲・態度） 

○ 自分の興味がある和の文化について，伝えたい内容や目的に応じて説明の構成を考え，適切な言
葉遣いで話すことができる。                 （Ａ 話すこと・聞くこと イ） 

○ 和の文化を伝えるという目的を意識して，複数の本や資料から必要な情報を読むことができる。 

（Ｃ 読むこと カ） 

○ 文や文章にはいろいろな構成があることについて理解することができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（１）イ（キ）） 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 読む能力 
伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項 

・和の文化について調べ

て説明するという目的

を意識して，進んで本や

資料を読み，資料の提示

の仕方を工夫して説明

しようとしている。 

（課題発見解決力） 

・自分の興味がある和の

文化について，伝えたい

内容や目的に応じて説

明の構成を考え，適切な

言葉遣いで話している。 

（思考力 ・判断力・判断力）  

・和の文化を伝えるとい

う目的を意識して，複数

の本や資料から必要な

情報を読んでいる。 

・文や文章にはいろいろ

な構成があることにつ

いて理解している。 

 ○ 育成する資質・能力に関する視点 

   この単元では，ゴールである「和の文化説明会」を行うことを伝える。そして，教材文の学習か

ら自分が調べる和の文化のテーマに合う観点を見つけることを本単元の「問い」とすることで，教

材への関心意欲を高め，進んで教材文へ関わり，友達に説明するための和の文化の観点，書き表し

方，資料の活用の仕方を進んで学習する態度を養う。このことにより，和の文化を伝えるための課

題発見解決学習力を身に付けさせる。また，友達に説明するための和の文化の観点，書き表し方を

論述ツールを用いて論理的に考え，自分のテーマに沿って説明すること，発表を聞いて学んだこと

を視点に評価し合うことで思考力・判断力・表現力を養う。併せて，グループで活動したり友達と

評価し合ったりして協働的な態度を育てたい。 

４ 指導計画（全１４時間） 

次 時 主な学習内容 
観 点 

評価規準 評価方法 
関 

話
聞 

読 
伝
国 

一 １ 

 
・教師の「和の文化 モデ
ル」説明を聞いて，感想
を交流する。 
・単元のねらいと活動の
流れをつかむ。 

 
 
 
○ 

   ・和の文化について説明
会を開くことに関心をも
ち、これからの学習に意
欲的に取り組もうとして
いる。 

ノート 
行動観察 

【課題設定】 
 



 ２ 

・文章構成図にまとめな
がら、序論、本論、結論
を確かめる。 
・本論の３つの観点と用
いている資料について確
かめる。 

  ○  ・文章構成図にまとめ、
観点と用いた資料に着目
して文章を読んでいる。 

ワークシート 
ノート 
行動観察 

二 

３ 

 

・本論１が観点に沿って

説明されていることを読

み取る。 

  ○  ・筆者の考えを読み取り

ながら，説明するための

書き表し方を考えてい

る。 

ワークシート 

行動観察 

４ 

本 

時 

・本論２が観点に沿って
説明されていることを読
み取る。 

 

  ○  ・筆者の考えを読み取り
ながら，説明するための
書き表し方を考えてい
る。 

ワークシート 

行動観察 

５ 

・本論 3と結論から文章
の要旨をまとめる。 

・筆者の伝えたい和に対
する自分の考えを書く。 

  ○  ・要旨をとらえ，それに
対する自分の考えや感想
を持っている。 

ワークシート 

ノート 

行動観察 

６ 

・モデル文（教科書）
を用いて，説明の仕方
を学ぶ。 

 

  ○  ・説明する観点・構成や
効果的な表現・資料の活
用をとらえている。 

ノート 

行動観察 

三 

７ 

 

・グループでどんな和の

文化について説明するか

話し合う。 

・決めた和について情報

を集める観点を考える。 

  ○  ・目的に応じて本や資料

を読んでいる。 

 

ワークシート 

ノート 

行動観察 

８ 

・目的に沿って、必要な
情報を集める。 

  ○  ・複数の本や文章を比べ
て読み、必要な情報を選
んでいる。 

ワークシート 

ノート 

行動観察 

９ 

・グループで集めた情報
を整理する。 

・観点を確認し、説明す
る内容と構成を考える。 

 ○   ・集めた情報を整理し、
聞き手を意識して構成を
考え話し合っている。 

構成メモ 

ノート 

行動観察 

10 
・説明するための方法，
必要な資料の作成をす
る。 

 ○   ・文章の表現方法や資料
の提示の仕方を工夫して
話そうとしている。 

ワークシート 
ノート 
行動観察 

11 
・説明の発表原稿を書く。     ・資料の使い方を意識し

て、発表原稿を書き、説
明している。 

発表原稿 
行動観察 

四 

12 

 

・資料を使って発表原稿

をもとに練習をする。 

・気づいたことを交流する。 

 ○   ・伝えたいことを明確に

表現するために，発表原

稿を作成し，互いに助言

し合っている。 

ノート 

行動観察 

13 

・グループで資料を活用

して説明をする。 

・説明の構成や内容、資

料に注目して聞く。 

 ○   ・資料を活用しながら適

切な言葉遣いで話してい

る。  

 

ノート 

行動観察 

五 14 

 

・単元の振り返りをする。 

・感想を交流する。 

 ○   ・資料を活用して説明が

できたか単元をふり返

り、次の学習に生かそう

としている。 

ノート 

行動観察 

【情報の収集】【整理・分析】１ 

【まとめ・創造・表現】，【実行】  

【情報の収集】【整理・分析】２ 

【振り返り】 



５ 学習活動 

(1) 本時の目標  

  本論２の説明を読み取り，和菓子と他の文化のかかわりの書き表し方を考え，説明することがで

きる。 

学習活動 指導上の留意点と☆評価規準 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

○め  

 

 

○ 本論１同様，書き表し方を見つけ，本論２の観点に
沿ったテーマが見つかるか考えることを確かめる。 

○ 「和菓子とほかの文化のかかわり」について読み取
ることを確かめる。 

２ 「和菓子と年中行事のかかわり」につ
いて読み取る。 

・ 「ほかの文化」とは何か考える。 

 

・ この２つの文化で共通して書かれてい
る言葉を探す。 

・ 「年中行事」で書き表されている例は
何か考える。 

 

・ 「年中行事」で筆者が言いたいことを
読み取る。 

 

 

 

３ 「和菓子と茶道のかかわり」について
読み取る。 

・ グループで論述ツールにまとめる。 

・ グループごとに発表する。 

 

 

４ 和菓子と２つの文化のかかわりについ
て論述ツールの結論を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ８．９段落の年中行事と１０．１１段落の茶道が他
の文化であることをおさえる。 

○ 「例えば」に着目させ，論述ツールの赤（例示）に
「ももの節句にひし餅や草餅，端午の節句に柏餅や粽
が食べられるのは，願いが込められる。」ということを
まとめさせる。 

 

○ 「筆者が言いたいこと」を８段落の記述から読み取
らせ，「年中行事で食べる和菓子には人々の願いや思い
が込められている。」を論述ツール（緑色）にまとめさ
せる。 

○ ９段落の例から筆者が言いたいことに気付かせる。 

○ 「年中行事」で考えたことに沿って，グループで「茶
道」について，「例」に「茶道で食べられる和菓子には，
季節の風景や植物をかたどったり，名前を付けたりし
ている。」と「筆者が言いたいこと」に「茶道で食べら
れる和菓子には季節を表現した物がある。」を考え，論
述ツールにまとめさせる。 

 

 

 

 

○ 年中行事も茶道も「和菓子」とかかわりがあること
を具体例を挙げて書き表していることをおさえる。 

 

 

 

 

☆筆者の考えを読み取りながら，説明するための書き表
し方を考えている。 

○ 資料が本論の説明を分かりやすくしていることをお
さえる。 

５ 本論 2の書き表し方をまとめる。 

 

 

 

 

６ 本時の振り返りをする。 

○ 「年中行事」「茶道」のどちらかを選ばせ，「例」「言
いたいこと」「結論」を参考にしてまとめさせる。 

 

 

 

○ 本論２の書き表し方で自分がテーマにできそうな和
の文化を探させることで本時を振り返らせ，次時につ
なげる。 

本論 2を読んで，和菓子と他の文化のかかわりの書き表し方を説明しよう。 

・「年中行事」「茶道」それぞれ，書き表し方から
まとめさせ，２つのツールを比較し，共通の結論
を考え説明させる。 

めざす児童の発言 

本論２では，和菓子は他の文化とかかわりがあるこ
とを例を挙げて書き表している。 

本論２では，和菓子は他の文化とかかわりがあることを例を挙げて書き表している。 

 



 

「
ほ
か
の
文
化
」 

８
段
落 
年
中
行
事  

 
 
 

 
 
 

９
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ま
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段
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11
段
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(３) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 単元で育成を目指す資質・能力に係る児童生徒の変容 

 ○ 資質・能力に係る単元前の児童の実態 

   本学級の児童は，資料から自分が解決したいと思う課題を見つけたり，与えられた課題を解決で 

きても，習得した知識を生かして次の課題を見つけたりすることが苦手である。  

また，自分の考えを表現するとき，理由や根拠がないまま話そうとしたり，単語でこたえようと 

したりする児童がおり，順序や筋道を立て，論理的に解決し，表現することが苦手である。 

 ○ 単元での具体的な手立て 

   児童が知的好奇心を高め，主体的に学習に取り組むために，単元構成の工夫，単元のゴールの   

明確化，そのゴールに向けた「問い」づくりを行った。 

また，考えたり，まとめたりするときのツールとして論述ツールを用い，論理的に自分の考えを 

まとめ表現させるようにした。 

 ○ 児童の変容 

   取り組みの結果，ノートの記述で，「和食を調べてまとめるときの書き方を知りたい。」「今日の書 

き表し方だと具体的な例を挙げて和菓子の説明をしているので，和服を説明するとき参考にした 

い。」という記述をするなど，ゴールに向かって課題を発見し，解決しようとする意欲の高まりがみ 

られた。 

 また，論述ツールをワークシートとして活用し，具体的な例，筆者の考え，これらの書き表し方 

と筋道を立てて考えたことを記述することができた。課題の解決の仕方，考え方を身に付けていく 

こともできた。 

和
菓
子
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文
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読
ん
で
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和
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わ
り
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し
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よ
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本
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は
，
和
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化
と
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か
わ
り
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あ
る
こ
と
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例
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げ
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書

き
表
し
て
い
る
。 

 

ももの節句にひし餅や草餅，端午
の節句に柏餅や粽が食べられる
のは，願いが込められる。 

年中行事で食べられる和菓子に
は人々の願いや思いが込められ
ている。 

茶道で食べられる和菓子には，
季節の風景や植物をかたどった
り，名前を付けたりしている。 

茶道で食べられる和菓子には季
節を表現した物がある。 

結
論 

本
論
２
で
は
， 
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